


森谷雅人「約束の地」KAWASAKI  DEEP  SOUTH 2010 - 2 0 1 1

新宿ニコンサロン　2011年11月8日（火）～11月21日（月）開催

（表紙の言葉）
19世紀以降、南極大陸は人間の
登場でやや騒がしくなりましたが、
そのはるか以前からペンギンたち
はたくましく生きてきました。中でも
大陸内陸部を繁殖地とするコウテ
イペンギンは、極限の環境に適応
して子孫を残すため、雌雄が協働
してヒナの面倒をみます。その様
子は、“科学の大陸”となった南極
での、人と人、国と国とのつながり
のあり方を象徴しているようにすら
思えてきます。彼らの、そして私た
ちの未来のためにも、この大陸の
平和がひとときのものではないこと
を、願わずにはいられません。
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次世代メモリー

科学の大陸。
バリアングル液晶モニターで、いろいろな撮影を楽しもう。

STORM技術で、光学顕微鏡は20nmの世界へ。
＜超解像顕微鏡 N-STORM＞

人生にもっと自然を。
プロ・ナチュラリスト 佐々木洋

 Nikon 1 J1/V1
デジタルカメラ COOLPIX S6200／デジタルカメラ COOLPIX AW100／

 デジタルカメラ COOLPIX P7100／デジタル一眼レフカメラ用交換レンズ AF-S DX Micro 
 NIKKOR 40mm f/2.8G／研究用顕微鏡 ECLIPSE Ni シリーズなど

AFCオフィシャルサポーターとして男子サッカーアジア最終予選に協賛／日経ビジネス誌「2011年版
アフターサービス満足度ランキング」のデジタルカメラ部門で第１位を獲得／ニコン フォトコンテスト
インターナショナル 2010-2011の入賞作品が決定など

四角い太陽。

CONTENTS

Nikon Today

●銀座ニコンサロン 開館時間：10：30～18：30（最終日15：00）
 ＜休館：年末年始、特定日＞
●新宿ニコンサロン・ニコンサロンbis新宿
 開館時間：10：30～18：30（最終日15:00）
 ＜休館：年末年始、特定日＞
●大阪ニコンサロン・ニコンサロンbis大阪
 開館時間：10：30～18：30（最終日15:00）
 ＜休館：年末年始、特定日＞
お問い合わせ先： ニコンサロン事務局 Tel．（03）3769-7953
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5

人類の歴史年表には、あらゆる時代にさまざまな争いのあったことが記されています。私たちの

文明を支えている科学技術の中には、争いによって進歩してきた側面をもつものもあります。

しかし、この地球上にも、共存共栄と互助精神に満ち、明るい未来を拓くための科学が追究さ

れている理想の地があります。海氷に閉ざされ、厚い雪と氷に覆われ、時としてブリザードが吹き

荒れる極寒の世界、南極です。ロアール・アムンゼン率いるノルウェー探検隊が人類で初めて

南極点に立ち、以来100年。人類はその地を巡る領土の獲得競争を乗り越え、今では地球や

宇宙の過去・現在・未来を知るための、観測データの宝庫として共同利用しています。それは、

科学技術や互いのサポートなしでは生きていくことのできない過酷な環境だからこそなしえた

奇跡なのかもしれません。地球の南の最果てには、今、科学の大陸が広がっています。　　　
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南
方
大
陸
か
ら
南
極
大
陸
へ
。

　

古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
は
、
南
半
球
に

も
、
北
半
球
の
大
陸
と
釣
り
合
う
だ

け
の
巨
大
な
大
陸
が
あ
る
は
ず
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
大
陸

は
空
想
の
産
物
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
や
が
て
時
代
が
下
り
大
航
海

時
代
に
入
る
と
、
そ
の
一
部
と
思
わ

れ
る
陸
地
が
発
見
さ
れ
始
め
ま
す
。

　

１
５
２
０
年
に
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン

ド・マ
ゼ
ラ
ン
が
発
見
し
た
陸
地︵
南

ア
メ
リ
カ
南
端
部
フ
エ
ゴ
島
︶
は
南

方
大
陸
の
最
北
端
と
考
え
ら
れ
、
当

時
の
地
図
に
も
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
降
、
多
く
の
探
検
家
が
以
前
の
発

見
の
否
定
と
新
発
見
と
を
幾
度
も
繰

り
返
し
つ
つ
、
よ
り
南
へ
高
緯
度
へ

と
進
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
つ
い
に
１
８
０
０
年
代
初

頭
、
人
は
南
極
大
陸
へ
の
上
陸
を
果

た
し
ま
す
。
沿
岸
の
測
量
や
付
近
の

動
植
物
相
の
調
査
も
始
ま
り
、
１
８

８
２
～
８
３
年
の
第
１
回
国
際
極
年

で
は
、
亜
南
極
圏
で
あ
る
サ
ウ
ス
・

ジ
ョ
ー
ジ
ア
島
で
の
越
冬
観
測
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
０
０
年
代
は
、
激
動
の
時
代

で
し
た
。
白し

ら
せ瀬

矗の
ぶ

中
尉
も
参
加
し
た

南
極
点
到
達
競
争
は
、
１
９
１
１
年

12
月
14
日
、
ロ
ア
ー
ル
・
ア
ム
ン
ゼ

ン
が
制
し
ま
し
た
。
こ
れ
と
前
後
し

て
１
９
４
２
年
ま
で
、
各
国
に

よ
る
領
有
宣
言
が
相
次
ぎ
ま
す
。

人
跡
未
踏
だ
っ
た
純
白
の
地
に
、

国
家
の
論
理
が
持
ち
込
ま
れ
た
の
で

す
。
特
に
西
南
極
の
南
極
半
島
で
は
、

同
じ
場
所
を
複
数
の
国
が
領
有
宣
言

し
て
お
り
、
紛
争
の
火
種
が
燻
っ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
１
９
５
７
～
５
８
年

に
は
国
際
極
年
を
発
展
さ
せ
た
国
際

科
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
、

国
際
地
球
観
測
年
︵
Ｉ
Ｇ
Ｙ
︶
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
日
本
も
こ
れ
に
参
加

す
る
た
め
、
そ
の
前
年
に
第
１
次
南

極
地
域
観
測
隊
を
派
遣
し
、
昭
和
基

地
を
建
設
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ

っ
て
南
極
で
の
実
効
支
配
の
可
能
性

が
大
き
く
な
る
に
連
れ
、
領
土
紛
争

勃
発
も
現
実
味
を
増
し
て
き
ま
す
。

そ
の
危
機
を
救
っ
た
の
が
、
１
９
５

7

９
年
に
締
結
さ
れ
、
１
９
６
１
年
に

発
効
し
た
南
極
条
約
で
す
。

南
極
条
約
で“
科
学
の
大
陸
”に
。

　
﹁
締
結
の
背
景
の一つ
は
、冷
戦
の

緊
張
の
高
ま
り
で
し
た
。
東
西
両
陣

営
と
も
南
極
に
ま
で
軍
事
的
緊
張
を

持
ち
込
み
た
く
な
か
っ
た
の
で
す
。

上	

ロ
ア
ー
ル
・
ア
ム
ン
ゼ
ン

下	

南
極
点
に
並
ぶ
南
極
条
約
原
署
名
国
12
ヵ
国

の
国
旗

ま
た
、
生
死
と
隣
り
合
わ
せ
の
環
境

で
、
国
も
人
種
も
超
え
て
助
け
合
う

Ｉ
Ｇ
Ｙ
で
の
協
力
関
係
を
関
係
者
が

目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
も
一
因
で

し
ょ
う
。
争
い
の
な
い
、
理
想
的
な

社
会
を
こ
れ
か
ら
も
維
持
し
て
い
き

た
い
。
そ
ん
な
想
い
で
、
Ｉ
Ｇ
Ｙ
の

南
極
観
測
で
協
力
体
制
を
築
い
た
12

ヵ
国
が
、
何
度
も
会
議
を
重
ね
、
締

結
に
い
た
っ
た
の
で
す
﹂
と
、
国
立

極
地
研
究
所
の
渡わ

た
な
べ邉

研け
ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
は

説
明
し
ま
す
。

　

南
極
条
約
に
よ
り
、
す
べ
て
の
氷

棚
を
含
む
南
緯
60
度
以
南
の
地
域
で
、

軍
事
的
利
用
の
禁
止
、
領
土
主
権
と

請
求
権
の
凍
結
、
科
学
的
調
査
の
自

由
な
ど
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
南
極

大
陸
は
争
い
か
ら
解
放
さ
れ
、
平
和

的
利
用
と
国
際
共
同
の
科
学
研
究
・

観
測
が
進
め
ら
れ
る＂
科
学
の
大
陸
＂

と
な
っ
た
の
で
す
。

　

中
断
時
期
は
あ
り
ま
し
た
が
、
日

本
も
第
７
次
隊
以
降
は
毎
年
観
測
隊

を
派
遣
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
や
観

測
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
﹁
２
０
１
０
年
度
か
ら
６
カ
年
計

画
で
行
わ
れ
て
い
る
第
Ⅷ
期
南
極
地

域
観
測
計
画
で
は
、
地
球
温
暖
化
が

メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
﹂

と
渡
邉
さ
ん
。

　

南
極
は
先
進
工
業
国
が
集
中
し
て

い
る
北
半
球
か
ら
地
理
的
に
遠
い
た

め
、
人
間
活
動
に
よ
っ
て
排
出
さ
れ

た
二
酸
化
炭
素
や
化
学
物
質
な
ど
が

大
気
や
海
洋
中
で
拡
散
し
、
均
一
な

状
態
に
な
っ
て
届
き
ま
す
。
こ
の
た

め
、
南
極
の
大
気
や
海
洋
を
観
測
す

る
こ
と
で
、
地
球
環
境
に
関
す
る
低

ノ
イ
ズ
の
良
質
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
、

変
動
を
知
る
た
め
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン

と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

 

﹁
人
間
活
動
の
痕
跡
が
少
な
い
南

極
は
、
地
球
環
境
の
未
来
の
ほ
か
に

も
、
地
球
と
太
陽
系
の
過
去
を
知
る

た
め
の
最
良
の
＂
窓
＂
と
し
て
、
非

常
に
価
値
の
あ
る
場
所
で
も
あ
る
の

で
す
﹂

各国の主な観測基地（資料提供：国立極地研究所）

大 陸 の 面 積

平 均 標 高

最 高 標 高

平 均 気 温

最 低 気 温

：	約1,388万km2

：	2,010m

：	4,897m

：	–10.5℃（昭和基地／年平均）

：	–89.2℃（ロシアボストーク基地）

平 均 氷 厚

最 大 氷 厚

氷 の 量

降 水 量

日本からの距離

：	1,856m

：	4,776m

：	約2,540万km3（地球上の氷の約90％）

：	南極点 年間約50mm（砂漠なみ）

：	約14,000km

南極大陸データ
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隕
石
が
明
か
す
太
陽
系
の
歴
史
。

　

日
本
は
、
約
１
７
０
０
０
個
の
隕

石
を
も
つ
米
国
に
次
ぐ
世
界
第
２
の

隕
石
保
有
国
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

南
極
で
収
集
さ
れ
ま
し
た
。
南
極
は
、

隕
石
の
宝
庫
で
も
あ
る
の
で
す
。

 

﹁
隕
石
は
地
球
上
ど
こ
で
も
同
じ

確
率
で
落
ち
ま
す
が
、
南
極
以
外
で

は
風
化
が
早
く
進
ん
で
し
ま
う
の
で

す
。
し
か
も
南
極
に
は
隕
石
の
集
ま

る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
仕
組
み

を
解
明
し
た
の
が
日
本
の
南
極
地
域

観
測
隊
で
す
﹂
と
、
国
立
極
地
研
究

所
の
小こ

じ
ま島

秀ひ
で
や
す康

さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

南
極
大
陸
は
表
面
か
ら
１
０
０
ｍ

ぐ
ら
い
ま
で
が
雪
で
、
そ
の
下
か
ら

圧
雪
で
で
き
た
氷
の
層
が
始
ま
り
ま

す
。
隕
石
は
重
み
で
沈
ん
で
氷
に
ま

で
達
し
、
氷
河
の
流
れ
と
と
も
に
標

高
の
低
い
場
所
に
移
動
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
山
脈
な
ど
で
流
れ
が

せ
き
止
め
ら
れ
る
と
、
日
射
や
風
の

影
響
で
氷
が
昇
華
し
、
隕
石
が
露
出

す
る
の
で
す
。

　

集
め
ら
れ
た
隕
石
の
ほ
と
ん
ど
は

火
星
と
木
星
の
間
に
あ
る
小
惑
星
帯

が
起
源
で
す
が
、
中
に
は
、
月
や
火

星
の
石
な
ど
、
貴
重
な
も
の
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
は
国
立
極
地
研
究
所

の
収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
、
研
究
資
料

と
し
て
無
償
で
提
供
さ
れ
た
り
、
各

地
の
博
物
館
や
学
校
な
ど
に
貸

し
出
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
隕
石

　

新
鉱
物
を
採
取
し
、
分
析
に
も
あ

た
っ
た
新
潟
大
学
の
志し

む
ら村

俊と
し
あ
き昭

さ
ん

は
、
﹁
南
極
の
露
岩
地
帯
で
は
岩
石

が
層
を
成
し
て
い
る
様
子
が
よ
く
わ

か
る
の
で
す
が
、
調
査
中
に
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
に
富
ん
だ
泥
質
変
成
岩
と
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
に
富
ん
だ
石
灰
質
の
岩

石
に
挟
ま
れ
た
妙
な
層
を
発
見
し
ま

し
た
。
そ
こ
に
新
鉱
物
が
あ
り
ま
し

た
﹂
と
説
明
し
ま
す
。

　

約
５
億
２
千
万
年
前
に
で
き
た
と

推
定
さ
れ
る
新
鉱
物
は
、
そ
の
化
学

組
成
か
ら
周
囲
に
存
在
す
る
鉱
物
が

極
め
て
高
温
高
圧
の
環
境
下
で
化
学

反
応
し
、
温
度
と
圧
力
が
下
が
り
始

め
た
頃
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
発
見
さ
れ
た
一
帯
は
約

６
～
５
億
年
前
、
大
陸
同
士
が
衝
突

し
て
超
大
陸
が
で
き
た
際
に
大
山
脈

が
盛
り
上
が
っ
た
地
域
だ
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
新
鉱
物
は
そ
の
盛
り
上

が
り
と
と
も
に
高
温
高
圧
の
地
中
か

ら
地
上
に
出
て
く
る
過
程
で
作
ら
れ

た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　

志
村
さ
ん
は
、
そ
の
岩
石
に
新
鉱

物
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
よ

り
も
、
そ
の
場
所
に
あ
っ
た
こ
と
に

大
き
な
意
味
が
あ
る
と
言
い
ま
す
。

　
﹁
岩
石
は
言
わ
ば＂
地
球
の
履
歴
書
＂

で
す
。
採
取
場
所
が
か
つ
て
地
下
深

部
に
あ
っ
た
時
、
そ
こ
が
出
生
地
、

含
ん
で
い
る
放
射
性
同
位
元
素
で
特

定
さ
れ
た
年
代
が
誕
生
日
、
含
ん
で

い
る
元
素
や
温
度
・
圧
力
と
い
っ
た

環
境
条
件
が
生
い
立
ち
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
岩
石
、
そ
れ
も
で
き
る
だ
け

非
凡
な
岩
石
を
調
べ
れ
ば
、
そ
の
地

域
の
歴
史
が
わ
か
る
だ
け
で
な
く
、

地
球
全
体
の
歴
史
も
わ
か
り
ま
す
﹂

　

今
後
は
、
今
回
の
新
鉱
物
を
人
工

的
に
作
り
出
す
実
験
へ
の
挑
戦
が
始

ま
り
ま
す
。
成
功
す
れ
ば
新
鉱
物
の

形
成
条
件
が
正
確
に
特
定
で
き
る
た

め
、
大
山
脈
の
大
き
さ
や
隆
起
速
度

な
ど
も
わ
か
り
、
超
大
陸
の
形
成
過

程
の
解
明
が
大
き
く
前
進
し
ま
す
。 

9

を
大
量
に
収
集
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
？　

小
島
さ
ん
は
言
い
ま

す
。

 

﹁
地
殻
活
動
の
あ
る
地
球
で
は

40
億
年
以
上
前
の
石
は
ほ
と
ん
ど
存

在
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
前
の
こ
と
は
、

地
球
外
の
石
が
手
が
か
り
で
す
﹂

　

小
惑
星
帯
の
天
体
の
組
成
は
、
太

陽
系
が
で
き
た
46
億
年
前
に
形
成
さ

れ
て
以
来
、ほ
ぼ
不
変
で
す
。地
上
で

唯
一
手
に
入
る
地
球
外
物
質
で
あ
る

隕
石
を
調
べ
る
こ
と
で
、
当
時
の
様

子
が
見
え
て
く
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
﹁
隕
石
は
、46
億
年
前
の
太
陽
系
の

絵
が
描
か
れ
た
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の

ピ
ー
ス
で
す
。
ピ
ー
ス
が
多
け
れ
ば

多
い
ほ
ど
、
描
か
れ
て
い
る
絵
が
よ

く
見
え
ま
す
。
よ
り
多
く
の
隕
石
を

分
析
で
き
れ
ば
、
よ
り
鮮
明
に
太
陽

系
創
成
期
の
姿
を
解
明
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
﹂

　

今
、
１
０
０
万
年
刻
み
で
太
陽
系

の
成
り
立
ち
を
解
き
明
か
す
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
鉱
物
が
語
る
大
陸
移
動
の
痕
跡
。

　

か
つ
て
南
極
大
陸
は
、
イ
ン
ド
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
南

ア
メ
リ
カ
の
各
大
陸
と
と
も
に
ゴ
ン

ド
ワ
ナ
超
大
陸
を
形
成
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
超
大
陸

の
形
成
過
程
を
探
る
手
が
か
り
と
な

る
新
鉱
物
が
、
第
50
次
隊
の
セ
ー

ル
・
ロ
ン
ダ
ー
ネ
山
地
地
学
調
査
隊

に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

上	

セ
ー
ル・ロ
ン
ダ
ー
ネ
山
地

（
写
真
提
供
：
志
村
俊
昭
さ
ん
）

下	

月
の
石（
右
）、火
星
の
石（
左
）

	

（
写
真
提
供
：
国
立
極
地
研
究
所
）

新鉱物「マグネシオヘグボマイト-2N4S 」（下はその
単結晶）を含む岩石の顕微鏡写真。新鉱物の周囲
にサファイア（青色）、スピネル（薄紫色）、雲母（茶
色）、緑泥岩（緑色）などが見られる。　

（写真提供：志村俊昭さん）

ゴンドワナ超大陸の復元想像図（図版提供：志村俊昭さん）

南アメリカ
南極

約6～5億年前の
大陸衝突帯

アフリカ

インド
オーストラリア

西ゴンドワナ大陸

東ゴンドワナ大陸

セール・ロンダーネ山地
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